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を評価した。その結果、結晶の AgClに ZnOと Agの顆粒が結合していることが観察された。SEMでの観
察では、合成した光触媒は規則的なナノ棒あるいは棒のような粒子であることが観察された。最適合成条件
である蒸留水 pH9、UV照射光還元時間 40分で作製した Ag40-AgCl/ZnOを用いて、メチルオレンジ（8 mg 







とメタンガス収率は 184 mL/g-TOC removedと 325 mL/g-TOC removedが得られた。前処理なしのコント





性有機炭素(STOC)を得るためには、触媒投入量 1 g/L、稲わらの初期濃度 10 g/L、稲わらのサイズ 0.335~0.45 
mm、光分解時間 120分の分解条件が最適であることを明らかにした。前処理した稲わらを用いて 60日間
のメタン発酵行った結果、280 mL/g-VS removed のメタン収率が得られ、未処理の稲わらと比べ 13.0 %向














平成 27年 1月 26日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判断された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
